
撮影：長尾迪

　作家の夢
枕獏さんが 
 「言葉の魔 
術師　萩原 
朔太郎 」と

題して講演します。
日時＝7月29日㈯午後2時
対象＝一般、先着100人
申し込み＝7月8日㈯から
前橋文学館へ

　

１
０
０
年
読
ま
れ
続
け
て
き
た
『
月 

に
吠
え
る
』。
こ
の
間
、詩
壇
に
大
き
な 

影
響
を
与
え
、
た
く
さ
ん
の
人
に
読
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
先
の
１
０
０
年

の
間
は
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
く
の

で
し
ょ
う
か
。

　
「
詩
は
言
葉
以
上
の
言
葉
で
あ
る
」。

『
月
に
吠
え
る
』
の
序
文
で
朔
太
郎
が

書
い
た
一
文
で
す
。
彼
の
言
葉
は
、
１ 

０
０
年
た
っ
た
今
も
こ
れ
か
ら
も
、
私

た
ち
の
心
を
動
か
し
続
け
ま
す
。

『月に吠える』刊行から10 0年
朔太郎の言葉　今もここに

　

萩
原
朔
太
郎
の
代
表
作
『
月
に
吠
え 

る
』。「
猫
」や
「
竹
」、「
殺
人
事
件
」 

な
ど
56
編
の
詩
か
ら
成
り
、
北
原
白
秋 

と
朔
太
郎
が
序
文
、
室
生
犀
星
が
後
書 

き
を
執
筆
し
て
い
ま
す
。
口
語
の
緊
迫 

し
た
リ
ズ
ム
で
、
感
情
を
鮮
烈
な
イ
メ 

ー
ジ
で
表
現
し
た
こ
の
詩
集
は
、
後
の

詩
壇
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
詩
集
は
彼
の
代
表
作
の
一
つ

と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　

こ
の
『
月
に
吠
え
る
』は
今
年
で
刊 

行
１
０
０
年
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
前 

橋
文
学
館
で
は
記
念
展
を
開
催
。『
月
に 

吠
え
る
』が
詩
の
世
界
で
ど
の
よ
う
な 

影
響
を
与
え
た
の
か
、
ど
ん
な
存
在
だ
っ 

た
の
か
を
考
え
ま
す
。
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学
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『
月
に
吠
え
る
』
は
ど
の
よ
う
に
刊 

行
さ
れ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
詩
集
だ

っ
た
の
か
、
今
後
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ

て
い
く
の
か
。
現
在
ま
で
続
く
そ
の
影 

響
と
意
味
、『
月
に
吠
え
る
』の
世
界
を 

体
感
す
る
記
念
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
竹
」
や
「
殺
人
事
件
」、「
恋
を 

恋
す
る
人
」
な
ど
の
原
稿
、
ノ
ー
ト
、

挿
画
、
雑
誌
を
展
示
。
そ
の
他
に
も
、

詩
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
や
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
、
実
写
映
像
の
ア
ー
ト
作

品
も
展
示
し
ま
す
。

期
日
＝
７
月
22
日
㈯
～
10
月
９
日
㈪

費
用
＝
３
０
０
円
（
高
校
生
以
下
は
無

料
。
７
月
22
日
・
29
日
㈯
・
９
月
２
日

㈯
・
10
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
は
無
料
）

●
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

日
時
＝
８
月
５
日
㈯
・
９
月
９
日
㈯
・
10 

月
７
日
㈯
、午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分 

　
詩
と
は
何
か
。こ
ん
な
に
明
確
に
、

簡
潔
に
教
え
て
く
れ
る
詩
集
は
他
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
『
月
に
吠

え
る
』の
魅
力
だ
と
私
は
考
え
て
い

ま
す
。
一
文
一
文
、
心
に
触
れ
て
く

る
も
の
が
あ
る
。
１
０
０
年
た
っ
た

今
で
も
、
言
葉
と
の
新
た
な
出
合
い

を
与
え
て
く
れ
る
詩
集
で
す
ね
。
多

く
の
文
豪
に
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た

が
、
朔
太
郎
自
身
、
こ
の
詩
集
に
か

な
り
自
信
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

私
も
そ
う
で
し
た
が
、
詩
を
学
ぶ

人
に
と
っ
て
は
『
月
に
吠
え
る
』は

必
ず
通
る
道
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
こ
れ
か
ら
も
き
っ
と
、
人
々
に

読
ま
れ
続
け
る
で
し
ょ
う
。
朔
太
郎

は
多
彩
な
魅
力
を
も
つ
詩
人
。
研
究

し
て
い
る
中
で
、
今
で
も
た
く
さ
ん

の
発
見
が
あ
り
ま
す
。『
月
に
吠
え

る
』刊
行
１
０
０
年
を
機
に
、
朔
太

郎
の
言
葉
と
魅
力
を
も
っ
と
多
く
の

人
に
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

１００年 前 の 朔 太 郎 の 言 葉 が  新 た な 言 葉 との 出 合 い に

詩
集『
月
に
吠
え
る
』１
０
０
年
記
念

展
―
こ
こ
か
ら
す
べ
て
が
始
ま
っ
た

　

萩
原
朔
太
郎
や
北
原
白
秋
、
室
生
犀

星
な
ど
の
詩
作
品
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ

た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
す
る
、
清
家

雪
子
さ
ん
の
コ
ミ
ッ
ク
『
月
に
吠
え
ら

ん
ね
え
』
を
展
示
し
ま
す
。

　
１
０
０
年
前
の
朔
太
郎
の
詩
が
、
新

た
な
作
品
を
生
み
出
す
き
っ
か
け
に
。

朔
太
郎
の
詩
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
世

界
を
展
示
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
７
月
８
日
㈯
～
10
月
９
日
㈪

『
月
に
吠
え
ら
ん
ね
え
』展

記念講演

リーディングシアター
　リーディングシアタ 
ー「『月に吠える 』を声
で立ち上がらせる」を開
催。萩原朔太郎役を長
谷川初範さん、室生犀
星役を林健樹さん、北原白秋役を萩原朔美、
ナレーションを柳沢三千代さんが演じます。
日時＝8月20日㈰午後1時・同午後3時
対象＝一般、先着各80人
申し込み＝7月30日㈰から前橋文学館へ

萩原朔太郎研究会　栗原飛宇馬さん
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